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１．研究の背景と目的

• 平成２７年度に弘前大学はCOCに採択。

• この際に「学生の自律的学修PDCAサイクル確立を支援するためのルーブ
リック・eポートフォリオシステムの構築」を謳う。

• ポートフォリオはもともとは「容れ物」という意味。大学教育では、授業
や正課外の活動で作成したノート、データ、プレゼンテーション、作品
（芸術・工学）をまとめた「学びの記録集」を意味します。これを電子化
してクラウドストレージなどに保管したものをeポートフォリオと呼ぶ。

• 当初構想：民間企業への完全委託（ASAHIネットが提供する学習支援シス
テム「manaba」が念頭にあった）。しかし予算との兼ね合いで導入困難。

• 既存の全学情報基盤システム（moodleやoffice365）を活用して、
eポートフォリオのシステムを構築できないか？
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専門人材育成プログラム（規定科目の単位取得者に修了認定）

キャリア教育科目群スタディスキル導入科目群

１年
前期

１年
後期

２年
以降

基礎ゼミナール
（全学必修）

地域学ゼミナール
（全学必修）

学部越境型地域志向科目群
（選択必修）

キャリア形成の発展
（選択必修）

３年
以降

キャリア形成の基礎
（全学必修）

従来の
教養科目

補： 地域志向教育のカリキュラムマップ



２．研究開発の課題

• 丸投げではなくお手製で進める。

• 手間はかかるが「弘大COCがeポートフォリオに期待する機能
とは何か？」を考察し、スリム（低コスト）なシステムの構築
を目指す。
① eポートフォリオの理論の再検討

② 複数（３つ）の事例研究

③ 既存のシステムを活用した手堅いシステムの提案

• 情報科学よりも教育学がベース

• 事例研究で得られた教員（や学生）の感覚を重視
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３．弘大COCにおいて
eポートフォリオに期待される機能

（１）自己調整学習（弘大COCのニーズ１）

（補）教授・学習の安易な標準化の弊害

（２）eポートフォリオの２つの機能

（３）弘大COCの期待とeポートフォリオの機能のマッチング
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累
積
的

断続的・拡散的

学問に基礎をおいた学習 地域に基礎をおいた学習

弘大COCが進める地域志向教育の場合、
学問（discipline）がカリキュラムや授
業に構造性をもたらさない。
（学習の目的・内容・方法・評価が不定）

↓
誰かが一元的に地域に基礎を置いた学
習を調整する？

or
学生一人ひとりに学習を調整させる？
↓

後者：自己調整学習
（学習のPDCAサイクル）

３−１自己主導学習



３−補教授・学習の安易な標準化の弊害

• かつて弘前大学では「ラーニング・ポート
フォリオ」が全学的に導入されようとした。
↓

• カリキュラムを開発したり、授業を担当し
たりする教員から見ると「おしつけ」に
なってしまい、ラーニング・ポートフォリ
オは次第に廃れていくことになった。
↓

• 全学的な教育改革を推進するときに、安易
に教授・学習の手法やスタイルを標準化す
ることは望ましくないのではないか？とい
う危惧も。
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図表１：ラーニング・ポートフォリオの名残
（授業各回で必ず何らかの学びが結実することが前提に）



３−２ eポートフォリオの２つの機能

ショーケース機能 ワークスペース機能

機能 成果の証明 プロセスの改善

活動 成果の発表 学習過程の確認・共有

構成 テーマ別 時系列

効果 回顧的なリフレクション
（課程等が終わってから）

即時的なリフレクション
（課程等の中で）

基礎資料として活用

動機付けとして活用

（就活で役に立つよ！）

森本2011（p.25）を参考に作成 8

自己主導学習は、
ワークスペースを重視



３−３弘大COCの期待と
eポートフォリオ機能のマッチング
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自己主導学習学問主導学習

ショーケース重視

ワークスペース重視

芸術系の大学：
基礎から発展までの
作品集を作成

弘大かつての挑戦：
全学的にラーニング・
ポートフォリオ・
ワークシートを導入

クリエイティブ産業：
デザイン系の専門学校など
で、就活時に作成

マッチ：
断片化・拡散しがちな地域志向教育に何ら
かの体系性を！できるだけ低侵襲で！！
（カリキュラムや過程の多様性や柔軟性を損ねない形で）



４．一枚ポートフォリオのケース

（１）一枚ポートフォリオとは

（２）一枚ポートフォリオの実施

（３）メリットやデメリット
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４−１一枚ポートフォリオとは

• 一枚ポートフォリオは、ワークスペース型の一種

• 基本要素は４つ
① 学習前の評価：

授業全体のテーマとなる重要な問いをテスト
② 学習履歴：

授業各回のワークシート
③ 学習後の評価：

授業全体のテーマとなる重要な問いをテスト
④ 学習後の総括：

授業前と後で自分がどう変わったかの確認

• 授業目的の明確化などにも寄与
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堀2013（pp.22-26）より



• 一枚ポートフォリオでは、上述の①―④は小さめの紙に書いていき、最後に
A4一枚程度の台紙に貼り付けて完成

• 今回の共同研究では、一枚ポートフォリオを携帯電話等で撮影して電子化
（堀2013,  p.23） 12



４−２一枚ポートフォリオの実施

• 「コンピューター演習」（片岡）
にて実施

• 授業規模は中程度（数十名）

• メールおよびmoodle回収
↓

• ワンポイント
COC担当教員（西村）がmoodle
を使いこなせず、試行そのものの
継続が困難なほど四苦八苦
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４−３メリット・デメリット

メリット
• 学生が、授業の前と後の自分の
変化を確認しやすい。（教員に
とってもこの点はメリットにな
りうる）

• eポートフォリオを活用する過
程で、授業の目的や構成の意図
を再確認できる。

• 一枚ポートフォリオに関する知
見は大学以外でも豊富に存在す
るため、参考になる実践例が多
い。

デメリット
• 所定のフォーマットに即したe
ポートフォリオ作成となるため、
学生の自己調整学習の実現には
不向き（受け身になりがち）

• 授業への侵襲性が高い
• 授業ごとに集約する方式は、時間
的なコストが高い
↓

• Moodleをもっと活用する！！
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５．Moodle活用のケース

（１）Moodleとは何か

（２）Moodleの実施

（３）メリットやデメリット

15



５−１ Moodleとは何か

• Modular Object-Oriented Dynamic Learning Environment略称

• オープンソースで拡張性の高い学習管理システム

• 弘大で利用実績があり、既存システムの活用という趣旨に合致
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５−２ Moodleの実施

• 学部越境型地域試行科目「地域プロジェクト演習-地域メディ
ア活用の実践-」（西村）で実施

• 最終レポートの提出とフィードバックを実施

• ワンポイント：教員側の集約・整理の手間がほぼ無い
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５−３メリット・デメリット

メリット

• eポートフォリオのフォーマットを予め作成し、
学生のフォーマットに従って提出させれば、
写真撮影や学籍番号ごとの整理といった手間
がかからない。
↓

• 一枚ポートフォリオのコストをほぼゼロにし
て実施できる。

• 一枚ポートフォリオのフォーマットは各教員が自
由に作れる

デメリット

• Moodleに慣れるまでは多少の時間がかかる。

• 学生がMoodleでの提出に手間取ることも。
（少しのヒントで解決できるが重なると…）

• 授業への侵襲性はやや高い。

• 学習管理システムに忌避感を持つ年配の教員など
へのケアが必要

教員向け簡易マニュアルを作成するなどして、
moodleを活用した一枚ポートフォリオの実践方
法について周知していく方針（COC推進室）

（特に学部越境型地域試行科目の担当者向け）
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６．OneDrive活用のケース

（１） OneDriveとは

（２） OneDrive活用の実施

（３）ショーケース型の活用

（４）メリット・デメリット
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６−１ OneDriveとは

• Microsoft提供のクラウドストレージサービス。

• 弘前大学はライセンス契約済みで学生も活用可能。

• クラウドストレージなので、使い方は自由。
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６−２ OneDrive活用の実施

• 人文社会科学部 社会行動コースの中核的な授業「社会調査実
習」にてかねてよりグループワークのツールとして活用

• 学生個人単位・グループ単位で、ワークスペース型eポート
フォリオとして活用する素地が既に形成されている。

• 自己調整学習のインフラとして十分な機能を有する。
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６−３ショーケース型の活用

• 社会行動コース学生へのヒアリング
「OneDriveは様々な資料の集約管
理には便利。しかし、その資料が示
す学びの結果にどのような意味があ
るかは見えにくい」

• 被験者を募ってショーケース型のe
ポートフォリオ作成のワークショッ
プを開催（授業担当：曽我教授協
力）

• 当日閲覧資料参照
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６−３メリット・デメリット

メリット

• 学生ごとの自由な活用が可能
（自己調整学習向き）

• 地域志向教育の観点からは…

• 正課外の活動などMoodleを作りづらい・作
れない活動も対象にできる点が大きな魅力

• 授業横断で「今までやってきたことの意味
を振り返る」といったショーケースづくり
のときに便利

デメリット

• 学生に丸投げの形になってしまいがち

• 教員がフォルダを閲覧・編集することも可
能ではあるが、権限の設定などの手間がか
かる。

• 地域志向教育の基本的なインフラとして
OneDriveを活用。
＋

• 地域志向教育の後半（３年時）に「eポー
トフォリオを用いたリフレクション」の
授業を実施して、ショーケースを作成。
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７．結論：弘大COCのeポートフォリオ
システムの全体像

• OneDriveを土台として、適宜Moodleを取り入れる
• 地域志向教育全体を通して、学生にOneDriveを用いてeポートフォリ
オを作るように指示（全学必修科目「キャリア形成の基礎」にて周
知）

• 地域学ゼミでOneDriveを活用するように指示（来年度以降）

• 学部越境型地域志向科目担当教員にはOneDriveあるいはMoodleを活
用したeポートフォリオづくりに関するFDを実施

• 専門人材育成科目ではeポートフォリオ、特にショーケース型のeポー
トフォリオを必須化

• 課題：
OneNoteなどのOneDriveとの親和性の高いソフトウェアの活用
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ワークショップ型授
業によるショーケー
ス作成

OneDriveを土台とした
ワークスペースポート
フォリオの活用
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専門人材育成プログラム（規定科目の単位取得者に修了認定）

キャリア教育科目群スタディスキル導入科目群

１年
前期

１年
後期

２年
以降

基礎ゼミナール
（全学必修）

地域学ゼミナール
（全学必修）

学部越境型地域志向科目群
（選択必修）

キャリア形成の発展
（選択必修）

３年
以降

キャリア形成の基礎
（全学必修）

従来の
教養科目
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